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北大水産業報
27(1). 37-49. 1976. 

ニシンの脂質に関する研究

第 III報ルモイニシンの脂質について

近藤 尚*

Studies on the Lipids of Herring 

111. The lipids of the Rumoi herring 

Hisashi KONDO* 

Abstract 

The fl胤 'yoil contents， iodine values， un自晶pon泊ablem抗句rωnten旬晶nd
the faゐtyacid compositions of the fatty oils of the he町ingin the spaWIling seωon， 
caught in the Japan Se晶 atthe ωωt of Rumoi in Hokkaido， in the spring of 
1973 (called by the n品me，Rumoi heπing) were presented comparatively with 
the fatもyoils of the herring in the other are岨 ofthe se晶 Theoils of the Rumoi 
herring were ch品r晶cterized by lower oil contenωhigher unsaponifiable 
matterωn旬ntsand higher iodine v品.lues，compared withもheNorth-Eastern 
K.amchatk品 herringin the sp晶WIlingse品目on. The difference in the qu晶ntitiesof 
脇 tura飴dacid was not observed， but the differences between the male and the 
female fishes with regardωmonoenoic and polyenoic acids were considerably 
observed. Compared with the North-EasもernK.amchatka herring 阻 d the 
Northern Okhotsk herring，もheRumoi herring was charac句rized by smaller 
quantities of myristicωid，乱ndlarger quantiti<関 ofoleic acid. 
The ob関 rvedchang'ωof the iodine values were in proporition to the changω 
of the quanti“倒 ofC20ω3 acid. 

緒言

北海道の日本海沿岸K産卵のため来遊するいわゆる春ニシンは 1948年をピ{クとして漸減し 1960

年以降は全く漁獲きれとtい状態となったが， しかし 1963年より石狩湾において小漁ながら再ぴニシ

ンがとれはじめ 1967年には漁獲高が72.8トンに達したものh 翌1968年よりその漁獲高が減衰の

線をたどっている。三上らりの調査報告によると， ζれらのニシンは 1959年以前において多獲され

た北海道・カラフト系ニシンとは別系統の局地位ニシンであるとし，石狩湾ニシンと呼称している。

数年前より沿岸刺網tとより漁獲されているルモイ(留蔚)沖ニシンは前記石狩湾ニシンの系統にぞ

くするものと恩われ， 食味的にも春ニシンと称きれた北海道・カラフト系ニシンとはあきらかに相違

する。魚肉の食味性については， その漁獲される時期あるいは海域などにもとずく含有脂質の化学的

性状に影響される ζ とは十分考えられる乙とであるが，特にニシンの場合には系統群の相違が重要な

要因の一つであろうと考えられるのである。

北海道・カラフト系ニシンの脂質性状に関しては， 1948年増毛沖春ニシンについて座間ちのが報

市北海道大学水産学部魚油化学講座
(Lめaratory01 Ohemi8try 01 Fi8h Oil， Faculty of Fisheries， Hokkaωo Univer8ity) 
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告しているのみで. 1963年以降の局地性ニシンの脂質については全くしらべられていない。筆者は

1973年ルモイ沖で漁獲されたニシン(以下ルモイニシンと称する)の脂質K闘し，その脂肪酸組成を

しらべて他海域産のニシン脂質と比較検討したので，その結果を報告する。

実験および結果

1. 試料

1973年2月より 3月にかけて，北海道留萌沖合において漁獲された産卵ニシンについて漁獲時期別

および性別にそれぞれ2尾ずつを試料とした。その生物学的測定結果は第1表のとおりであり各検体

の年齢はすべて 4年生であった。

T込ble1. D ate 01純明plinga叫dbiological data. 

22はH…句門 lh出町面)
1 一15|male 295 320 
2 n n " 290 290 
3 ， 3， 7 n 3ω 286 
4 11 n n 300 297 
5 ， 3. 18 n 300 292 
6 n " " 300 294 
T ， 2. 15 female 285 290 
8 n n グ 270 243 
9 " 3. 7 " 315 386 
10 fI " " 285 318 
11 H 3. 18 H 280 264 
12 n ， fI 295 264 

2. 脂質試料の調製

Gonad (g) 
weighも

66 
50 
48 
74 
66 
70 
78 
60 
108 
70 
68 
64 

各個体より体肉部を分取し Bligh& Dyer2>氏法によってその脂質を分離した。体肉中の脂質含量

は第2表のとおりである。

Table 2. Oonte胸 01the lipid肌 dthe u制α抑制拘blematter. 

Uns乱，pon泊乱，blem抗もerconもents(%) 
pidωnもen旬(%)

in Flesh 

I Av叫 e Average I Average 
1 4.9 9.59 0.47 
2 1.3 9.23 0.12 
3 1.6 

1.8 
9.38 

10.53 
0.15 

0.18 4 1.2 11.67 0.14 
5 1.0 10.00 0.10 
6 0.9 13.33 0.12 

7 3.7 7.03 0.26 
8 4.2 9.52 0.40 
9 1.1 

3.2 
10.00 

7.99 
0.11 

0.25 10 1.6 6.88 0.11 
11 4.2 7.62 0.32 
12 4.5 6.89 0.32 
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Table 3. 匂郎官ti吋 ωndi・tiofl.S 01 g，仰 -liquidchro慨atog叫 )hy.

Ins回 ment Yan時imotoG-8 

Column W10%AWdi-e(t8h0y-le1n0e0-gmlye∞shl) succim旬 onChromosorb 
3 mm i.d. 150 cm 

Column temp. 1840C 

Carrier g品目 N.， Column inlet pr，棚田 0.6kg/cm' 

De飴巴ter
Fl品meionization detec総r，H. 20 ml/min.， 
Air 800 ml/min.， Aももenuation1/16， Sensitiviも，y10 

3. 脂質の分析

脂質よりアセトン可溶部分を分取して不ケン化物含有量の測定をおこない， その結果を第2表fr.掲

げた。さらにアセトン可溶脂質をメチルエステル化してガスクロマトグラフィーを実施した。その操

作条件は第3表のとおりである。ガスクロマトグラムより算出された脂肪酸組成を第4表および第5

表に示した。

Table 4. Fatty acidω仰叩tion801 the 1切似S01 the R包骨wihe附句 (male).

¥¥¥Sample numb叫
1 

Fattyacid¥¥¥¥| 

12:0 0.3 
13:0 も

14:0 8.8 
15:0 0.4 
16:0 14.2 
17:0 0.1 
18:0 1.4 
19:0 も

Saも.total 25.2 
14:1 t 
15:1 0.3 
16:1 7.1 
17:1 0.6 
18:1 27.6 
19:1 t 
20:1 14.2 
22:1 15.1 
24:1 0.2 
Mono.もotal 65.1 
18:2 0.6 
18:3(印6) 0.2 
18:3(ω3) t 
18:4 0'.5 
20:2 0.3 
20:3 t 
20:4(ω6) も

20:4(剖3) 0.3 
20:5 2.0 
21:5 1.2 
22:2 色

22:5 0.3 
22:6 4.0 
Poly. total 9.4 

2 

0.2 
0.1 
9.5 
0.4 
16.5 
0.1 
1.4 
t 
28.2 
0'.2 
0'.4 
10.0 
0.6 
35.8 
0.1 
9.2 
9.6 
t 
65.8 
0.6 
t 
0.2 
0.5 
0.2 
0.1 
t 
t 
2.2 
0.7 
t 
t 
1.4 
6.0 

3 4 5 

0.2 0.3 0.1 
0.1 O. 1 0.1 
6.5 6.0 6. 7 
0.3 0'.3 0.2 
17. 1 20.4. 21. 4 
0.1 0.1 1.0 
1.8 2.2 2. 1 
0.1 t t 
26.2 29.4 31. 6 
O. 1 0.1 0.1 
0.3 0'.4 0'.1 
5.0 4.7 4.2 
0.4 0'.4 0.4 
26.0 22.1 18.1 
O. 1 t 0.2 
10.7 11.5 5.9 
13.1 12.2 5.1 
t t O. 7 
55. 7 51. 4 34.8 
0'.5 0.8 0'.6 
0.1 t O. 1 
0.2 0.6 0.3 
0.4 0.3 0.3 
0.3 0.2 0'.4 
t 0.5 t 
t も 1.0 
0.3 0.2 0.2 
3.8 3. 1 8.9 
0.8 1.4 0.6 
t t も

0.2 0.2 0.4 
11.0 10.8 19.7 
17.6 18.1 32.5 
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6 

0.1 
t 
2.4 
0.3 
26.3 
1. 1 
2.5 
も

32.7 
t 
0.1 
3.2 
0.4 
14.8 
0.2 
2.2 
1.1 
0.4 
22.3 
O. 7 
t 
0.3 
0~3 
0.1 
t 
2.5 
0.2 
8.8 
0.7 
t 
0.8 
28.2 
42.6 
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Table 5. Fatty acid酬明>8itぬns01 the 1伊仙 01the Ru冊oiherri時 (female).

na 

t
刊
勺
I
l
l
1
1
1
J

h

¥

 

m

¥

 

m

¥

 

e

、

D

A

A
叫

m

¥
・
ω

a
h、
晶

s
一w
、
ayuw

、

晶
¥

F

 

8 9 10 11 12 

12:0 0.2 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 
13:0 t も も t 0.1 0.1 
14:0 9.2 8.2 4.4 7.5 8.5 7.7 
15:0 0.3 0.5 0.2 0.3 0.4 0.1 
16:0 15.0 16.7 17.8 20.0 16.7 17.6 
17:0 1.5 1.3 t 0.1 色 1.4 
18:0 1.6 1.4 1.8 1.5 1.9 1.9 
19:0 0.2 0.1 t t t 0.1 
Sat.色otal 28.0 28.3 24.3 29.6 27.8 29.1 
14:1 0.3 0.2 も 0.1 t O. 1 
15:1 0.3 0.4 0.3 0.4 0.4 0.1 
16:1 8.0 8.6 4.5 8.1 8.7 6.4 
17:1 0.7 0.8 0.2 0.6 0.6 0.6 
18:1 29.5 30.5 27.8 25.4 32.2 28.5 
19:1 0.3 0.1 t t も 0.1 
20:1 11.4 9.2 10.7 9.3 11.0 14.1 
22:1 12.2 8.9 10.5 12.4 12.5 15.9 
24:1 1.0 0.7 t も 色 1.0 
Mono.もotal 63.7 59.4 54.0 56.3 65.4. 66.7 
18:2 0.6 1.1 0.4 0.5 0.6 0.5 
18:3(ω6) 0.1 も t t t 七

18:3(ω3) 0.4 0.3 0.2 0.2 0.3 0.2 
18:4 0.5 0.7 0.2 0.3 0.5 0.1 
20:2 0.1 0.2 0.3 t 0.4 0.1 
20:3 0.1 0.1 も t 0.4 0.5 
20:4(ω6) 0.6 0.5 も t も 0.3 
20:4(ω3) 0.1 0.2 0.2 t 0.3 0.2 
20:5 2.5 4.6 5.2 4.7 1.7 1.1 
21:5 0.2 0.3 0.9 0.6 1.1 0.2 
22:2 t t も も t 0.4 
22:5 0.1 0.4 0.1 0.1 0.2 0.1 
22:6 2.8 3.9 13.1 7.7 1.3 1.1 
Poly. total 8.1 12.3 20.6 14.1 6.8 4.8 

考察

1. 生殖巣重量および体肉の含泊量

ニシンの産卵期に関連する諸数値を第6表IC示した。それによるとルモイニシンの体重に対する生

殖巣重量比の平均値は，雄魚21.096.雌魚25.396で体肉の含油量平均値は，雄魚1.896.雌魚3.296

である。他海域産の産卵ニシンに比較すれば，北東カムチヤッカニシンのでは雄魚15.896.雌魚18.8

%および雄魚5.096.雌魚5.596である。また 1948年以前において北海道沿岸に産卵のため来遊し

た春ニシンについて調査した結果によると，体内の含油量は稚内春ニシンりが0.896.網走春ニシン"

が 4.7-7.196.増毛沖春ニシン2)が 3.4-3.696となっており，以上の結果を綜合すると本実験試料

のルモイニシンは産卵期に直面した魚群ICぞくするものと推定しうる。

2. 不ケン化物含量について

第2表によると脂質中の不ケン化物含量は，雄魚 10.5396.雌魚7.9996で産卵期の北東カムチャッ

カニシンにおける約396より高い値を示している。含油量より算出きれた体内中の不ケン化物含量で
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Table 6. Data concerning the母lllwning8叫抑叫・

Sample name Sex Iω誠 ld)|ヱ説明子)1 Note 
male 1.8 21. 0 

Rumoi herring 
fem晶，le 3.2 25.3 

North司Eωtern m品le 5.0 15.8 In spawning 
K晶mchatkaherring削

female 5.5 18.8 
season 

Mashike 
3.4-3.6 

C乱lculaぬdfrom 
自pringherring2 J 合ymatter % 

Wakk乱nai
0.8 一日pringhe白血gdJ

Abωhiri 
4.7-7.1 spring he町民g・} 一

は，雄魚0.18%，雌魚0.25%でζれも産卵期の北東カムチヤッカニシンにおける 0.15%よりいく

らか高い値を示している。北東カムチヤッカニシンでは漁獲時期による体肉中の不ケン化物含量K大

差はないが，北部オホーツクニシンη にあっては 0.34-0.54%でかなり高い値が認められている。

以上のごとく生息海域を異にするニシンの不ケン化物量に差違の見られる ζとは， 魚群別による一つ

の特異性であろうかとも考えられるがしかしルモイニ乙ンにおいて一部の試料が 0.32-0.47%とい

う異常に高い値を示したり，北部オホーツクニシンにおいて一部の試料が 0.28-0.29%という， そ

の魚群の平均数値よりかなり位い値を示したりしている ζ とから，不ケン化物含量の値は必らずしも

海域別による確定的な特微であるとはい』がたく， 各個体ごとの食餌的相異性をも考慮11:いれる必要

があると思われる。

3. ヨウ素価について

脂肪酸組成より理論的K算出されたヨウ素価の計算値は第7表のとおりである。 2月15日の試料は

雄魚が 82.9，雌魚が 91.7で比較的位い値であるが， 3月7日の試料では雄魚116.4，雌魚122.2で他

Table 7. Iodine官d悦 8of the lipid8 of the R1仰 oihe付加g仰 dOf other8. 

ごウナIFeb. ~ M晶，r.7
Male 82.9 116.4 
Female 91. 7 122.2 

M晶r.18 

185.1 
74.8 

Average 

128.1 
96.2 

W乱kk晶naihe白血g(in the spawning seωon)1l 91. 1 
No凶h・Ea自ternK品mchatkaherring削 92.5
(inもhespawning醐剛)
North Okho旬kherr泊g7) 107.1 
Al品目kaP品cifiche凶ng12J 140.7 
Canad晶Pacificherring8 J 121. 9 
C品加品品，lantiche町ing8J 121. 2 
Norweigian herringl1J 135.1 
Baltic herring1剖 143.0
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海域産ニシンとや』近似した値を示している。 tこY例外的に3月18日の雄魚が 185.1と甚だ高い値
を示したのに対し雌魚が逆11:74.8と最も位い値を示したのは， 乙の時期における脂肪酸組成が性別

により確然と差異を示した〉めであり産卵期から索餌期に移る過程の体脂質代謝において性別による

時差が存在するかもしれないと推察されるものである。近藤4)は北東カムチャッカニシンの脂質Iとお

いてヨウ素価が索餌期にはいると急激に上昇すると説明しているが， その乙とはニシン生活史にあっ

て産卵期の脂質のヨウ素価が索餌期のそれに比べてより低い値を示すという ζ とである。北東カム

チャッカニシンの場合ヨウ素価の計算値は雄魚97.3，雌魚 frl.7で平均 92.5であるが， ルモイニシ

ンのヨウ素価は雄魚128.1，雌魚96.2，平均 112.2で北東カムチャッカニシンより高い値である。

字野らりが Wijs氏法tとより実測した稚内春ニシンのヨウ索価は 91.1で乙れを脂弱酸組成よりの計

算値にすると，より位い値を示すはずであり北東カムチャッカニシンのそれと近似灼である。また宇

報 27(1).業産水大~t 
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日，ble8. C.加inle'吋幼 ω押~p08it必削 in the lip仙 ofthe R旬moiherr吻側dof other8. 

一一一旦竺?とrC14 C16 C18 a
 
2
 

円
U

Cu 

Male 6.7 24.0 25.4 14.9 22.2 
Fem晶le 7.7 24.7 30.3 15.0 17.3 
Aver畠ge 7.2 24.9 27.9 15.0 19.8 

No凶h-EωternKamchatk晶 her- 12.0 27.4 22.8 17.9 15.2 

rNAinloagrstuch晶e(riPnn 晶tcOhiKa8hc8ophtaedJEWIihlningrg山rin醐gnmn) 12.4 30.0 24.1 22.1 5.7 
6.8 23.2 20.9 24.2 18.8 

Canada P町 ificherring" 1 5.9 25.9 27.2 20.1 17.7 
Canad晶 Atlanticherring81 6.7 23.8 17.3 23.2 27.4 
Norweigian herring山 6.4 18.0 18.0 20.8 33.7 
B品lticheηing1剖 5.1 30.8 34.7 10.4 13.3 

Table 9. Main fatty ac似 ωntem8i叫 the1五戸8of the R柳叫 herringand of others. 

ス711mY叩Jω116:0 1川卜8:1 120: 1 122: 1 I川 22:6 
Male 6.7 19.3 5.7 24.1 9.0 9.4 4.8 12.5 
Female 7.6 17.3 7.4 29.0 11.0 12.1 3.3 5.0 
Average 7.2 18.3 6.6 26.6 10.0 10.8 4.1 8.8 

North-E舗もernK晶mchatkaher- 10.6 16.7 10.7 17.7 12.6 11.3 4.9 3.9 
ring41 (in the spawning seωon) 
Northern Okhotsk herring' 1 11.4 18.7 10.7 19.3 11.0 7.1 5.8 2.7 
Alask晶 P品。ificherring121 6.3 14.8 7.4 16.2 15.1 11.7 13.1 6.1 

CCaannaadda a PA&tlcaiantc ic hehrerrinrign8g》s} 5.7 16.6 7.6 22.7 10.7 12.0 8. 1 4.8 
6.4 11.9 9.0 12.5 15.2 21. 8 6.8 4.6 

Norwegian herringlll 5.1 9.6 8.0 9.7 12.8 25.2 6.8 6.9 
Baltic herring18 1 5.1 22.0 8.8 24. 0 2.1 7.3 12.0 

野ちの調査年から見てζの稚内春ニシンは北海道・カラフト系にぞくする ζ とがあきちかであるので，

とれちヨウ素価の差異かち考えてもルモイニシンは北海道・カラフト系ニシンと別系統の魚群にぞく

すると推論できるものと恩われる。

脂質の構成脂肪酸の中でポリエン酸IL関連する脂肪酸の量的変佑とヨウ素価の変動とを比較した第

1図によると，ヨウ素価の変動は雌雄魚ともに 20ω3酸の量変化と比例している ζとがわかる。 2ゐ，3

酸の量変化はむしろポリヱン駿の量変化と比例しているようであるが， ぞれら両酸の量変化もいくら

かヨウ素価の変動と関連ありそうである。

4. 炭素数別脂肪酸および主要脂肪酸について

第8表および第9表によると C18酸およびC22酸がそれぞれ'J:l.9%および19.8%で他の太平洋種

ニシンよりも多いが.C16および C20酸はそれぞれ 24.9%および 'J:l.9%で逆11:少ない値である。

C16酸中における 16:1酸の量は他の太平洋種ニシンが 29-39%であるのに対しレモイニシンで

は26%であり上記C16酸の少佐い要因をなしていると恩われる。 C18酸の大部分は 18:1酸であり約
87-91%を占めている。また C20酸の場合ではその 67%を占める 20:1酸の量が他太平洋ニシンよ

りも C20酸の少ない要因となっていると考えられる。 C田酸にあっては 22:1および22:6酸の合計量

が 99%を占めており，特11:22:6酸が 44%で他太平洋種ニシンの 26-32%とくらべて甚だ多いこ
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とがルモイニシンの特微と思われる。

Ackmanめは飽和酸の中で C16酸が常11:6096以上であると述べておりレモイニシンにおいても

6596とAckmanの説明に合致しているが， 他海域差ニシンの中で北東カムチヤッカニシンは 5196，

北部オホーツクニシンは 5296， ノルウェーニシンは 5596といずれも 6096に充たない場合も存在す

るので， ζの説明は必ずしもニシン全般に適応するものでないと考えられる。

Lovem9)の研究によるとニシン脂質

にあっては C18酸の不飽和度が他魚種
のそれよりも高いと報告されている。

C1・酸の中で不飽和性を示す脂肪酸の

大部分は 16:1酸であり，その C16酸

Ir.対する含量はルモイニシン 2696，他

太平洋種ニシン 29-3996であるのに

対し，他魚種の一例として太平洋ピル

チヤ戸ドめの脂質を見ると， 3296であ

る。太平洋ピルチヤードは 16:1酸の

外Ir.1296のポリエン酸を含有してい

るので，その不飽和度はニシンのそれ

よりもはるかに高い。 ζれらの乙とか

らLovemの説明は必ずしも当らない

と考えられる。

第2図はルモイニシン脂質における

C16酸に関し， 飽和酸とモノエン酸各

量の数値を比較したものであるが，雌

雄魚ともに両脂肪酸は対照的な変化を

示しており， ζのことは 16:0酸と16:1

酸が体内において生化学的相互変換を

している可能性を思わせるものである。

C16酸とともに含量の多い C18酸と

G.!2酸各量の数値を比較したのが第3

図である。 ζれによると雌雄魚ともに

C18酸と C22酸が対照的な変化を示し

ており，乙の両脂肪酸も体内において

生化学的な相互変換をするものと推察

され，C16酸における 16:0酸と 16:1

酸の関係とともに興味の深いζ とであ
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5. 飽和酸，モノエン酸，ポリエン

酸各量の変動について

性別，時期別による Jレモイニシンと

他海域産ニシンにおける飽和酸，モノ

エン酸およびポリエン酸各量の数値を

第 10表Ir.換げ， その変動比較を第4



Table 10. Q蜘叫tit仰 of8，叫urated，偶側仰叫oicand polye即 icac似8仇 thelipids 
qf the Ru仰 iherri吋側dof other8・

第III報ニシンの脂質に関する研究近藤:

hmple fish倒
Poly. acid 

M晶le 28.9 49.2 21.0 
Rumoi herring Fem晶le 27.9 60.9 11.1 

Average 28.4 55.1 16.1 

North.E闘もernKamchatka her. 32.8 56.4 12.7 

rNinogrt剖he(min tOhKehosp匂aks1mhienηg泊飽g7)制 on)
33.7 48.6 17.6 

Alask晶 P品ciachheeEEin泊g81283 25.8 47.4 24.4 
Canada P晶唱ificherriruz8) 24. 7 54. 6 19.9 
Can晶d品 Atl品nticherring8) 20.9 ω.0 19.7 

NBoalrもwioeghuennhhegE18h} gm 17.4 57.9 24.0 
28. 6 34.9 30.8 

Mono.舵 idS晶t.acid 
Sex 
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Rumoi herring 
North.E銅色ernK晶mchatk晶
herring') 
Northern Okho旬kherr匝g7)
Alaska Pacific hE町 ing12)
Canada Pacific heηing別
Can吋乱 A位anticherring8) 
N orweigan herring") 
Baltお herring1剖

Are晶 ofthe日ea

図K示した。第4図によるとモノエン酸とポリヱン酸が対照的11:変動している。 Ackman8)がニシン

脂質のヨウ素価変動についてモノエン酸とポリエン酸の量比が深い関係を有していると指摘した説明

と，何らかの関連があるものと推察される。第 10表によるとモノエン酸は雌魚に多く， 逆11:ポリエ

ン酸は雄魚11:多い。乙の値は第9表にも示されたとおり，主として 18:1酸と 22:6酸の含量11:大きく

左右される。またそれは第 3 図における C18 酸と ~2 酸の変動から体内における生化学的相互変換の

予測される両酸の増減する時期が雌雄魚により違うのではなかろうかと推察されるのである。ルモイ

ニシンとしての平均値では北東カムチヤッカの産卵ニシンに比較し， ポリエン酸量が多く逆K飽和酸

量が少ない。

Notevarpl1)はノルウェ{ニシン脂質のポリエシ酸においてC:5酸は常11:C:6酸よりも多いと報告

している。 ζれらの関係を示した第 11表によると，ルモイニシンとパルチックニシン以外はすべて

Notevarpの説のとおりであるが，ルモイニシンはパルチックニシンとともに他海域産ニシンとは逆に

C:6酸の方がC:5酸よりも多いとの結果を示した。乙の点はJレモイニシンとしてのー特徴であろうと

恩われる。

不飽和度11:関連する諸数値について

1966年Ackmanら"はニシン脂質のポリエン酸中11:含有されるリノール酸型不飽和酸およびリノ
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Table 12. Q棚 ntitiωof~w3 側d ~w6 ac仙 ，and叫 ioof ~w3/ ~w6 仇 the lip仙
ofthe Ru仰 ihe1・ringand of others. 

Sample fishes 

Sex 
Z印3 エω6 Z印3/工ω6

Male 19.5 1.8 10.08 
Rumoi heITing Fem晶le 10.1 1.4 10.54 

Aver晶ge 14.8 1.6 10.31 

North-East6rn K乱mchatka 11.1 1.2 10.09 

NheoErthhgem 43 OKho旬khe町ing円 13.1 7.5 1.75 
Alaska Pac泊cheITing121 23.3 0.5 46.60 
Canad晶 Pacificherring''' 16.4 2.1 7.81 
C乱闘d乱 Atlantiche町血.g") 18.1 1.4 12.93 

NBo晶rltwioBghi晶enrrhheg町18h}gU} 20.6 2.3 8.96 
24.9 5.9 4.22 
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Table 13. Q陶叫tie801 18w3， 20w3側 d22叩，3ac仙仇 thelip仙 01the R包制oi
herr仇ga鈍d01 other8. 

22ω3 

M晶le 0.7 5.1 12.9 
Rumoi herring Fem晶le 0.7 3.5 5.3 
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レン酸型不飽和酸各量の増減がヨウ素価の変動に関連ありと提唱している。 1975年近藤7)は北部オ

ホーツクニシンおよび他海域産ニシンについてとれらの関連を追求したが， いかなる海域産ニシンに

対しでも完全に合致するとは限らないと述べている。

Jレモイニシンおよび他海域産ニシンのポリエン酸中における印3型不飽和酸と ω6型不飽和酸の各総

量を第 12表に示し，量的に大部分を占めているリノレン酸型 (ω3)不飽和酸について 1&ふ 20品お

よび22"，3各酸の含量を第 13表に示した。その結果は前述のとおりヨウ素価の変化に対しては却制3

酸量の変化が最も近似的な関連のある乙とがわかった。(第1図)

Ackman8)によると 20ω3/1&.3と22ω3/1&.3の数値がヨウ素価と比例的に増減すると指摘してい

る。ルモイニシンにあっては第5図のとおりで， これを第1図K.比較対照すると ζれらの数値はヨウ

棄価変動と，や』関連のある変化を示しているが全く合致するとはい』がたい。L:"，3/L:"，6の数値に

ついてはルモイニシンの場合ヨウ素価の変動と全く関連がないように思われる。

要 約

Jレモイニシンについて，体肉中の含油量，脂質の化学的性状および脂肪酸組成の検索をおζない他

海域産ニシンのそれらと比較検討をした。要約すると次のとおりである。

(1) 体肉中の含油量および体重11:対する生殖巣の重量比について他海域産の産卵ニシンと比較し，

本実験の試料魚を産卵期のニシンと推定した。

(2) 体肉中の不ケン化物量は 0.18-0.25%で北東カムチヤッカニシンの 0.1-0.2%よりや〉多

く，北部オホーツクニシンの 0.3-0.596より少ない。

(3) 平均ヨワ素価(計算値)は 112.2で産卵ニシンとしては北東カムチヤッカニシンの 92.5，稚

内春ニシンの 91.1より高L、。

(4) 他海域の太平洋種ニシンに比較すると C16酸と C20酸が少なく ，C18 酸と ~2 酸が多い。

(5) 16:0酸と 16:1酸の量変化およびC18酸と C22酸の量変化は，それぞれ対照的である。

(6) 産卵期の北束力ムチヤフカニシンに比較し，ポリエン酸量が多く飽和酸量が少ない。

(7) C:6酸が C:5酸より多く，パルチックニシンとともに他海域産ニシンと逆である。

(8) ポリエン酸中の却ω3酸の量変化は，ヨウ素価の変動と比例する。

本実験にあたり， C指導を賜った本学部魚油化学講座主任高木徹氏 c助言を賜った本学部水産動
物学講座主任五十嵐孝夫氏，本学部魚油他学講座太田亨，:林賢治両氏ならびに試料採取にご協力を賜

った元留萌支庁水産係長大津昭治氏11:対し，深甚の謝意を表する。
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